
産業廃棄物にかかわる労働災害
の予防と健康管理

安全衛生管理規程の必要性

2022年
日本産業廃棄物処理振興センター 講師
東京農業大学 総合研究所 客員教授

熊江 隆



第１章 産業廃棄物処理業の概況



Ⅰ-1. 産業廃棄物処理業の振興
産業廃棄物処理業の振興方策に関する
提言 （平成29 年３月）
環境省：産業廃棄物処理業の振興方策
に関する検討会
提言の背景
産業廃棄物処理施設は、廃棄物の適
正処理による生活環境の保全及び公衆
衛生の向上を図る上で必要な施設であり、
循環型社会を構築する上で欠かすこと
のできないインフラである。



日本の人口の推移と将来推計

2013年―2015年





廃棄物処理施設の地域エネルギーセンター化による循環共生
型の地域社会のイメージ（出典：環境省）



Ⅰ-2. 産業廃棄物処理業の景況動向
公益社団法人全国産業資源循環連合
会 産業廃棄物処理業景況動向調査結
果〔2021年7-9月期〕〔調査結果の概要〕
景況判断DIは、▲7（前期調査から11ポ
イント改善）、5期連続の改善。来期の見
通しは▲13で悪化する見込み。
景況感は新型コロナウイルス感染症拡
大前の水準まで回復。
経営上の問題点：「修理、修繕費等の
増加」、「従業員の不足」



産業廃棄物の景況判断DIの推移
（2009年～2021年）
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景況判断
○ 売上高の動向については、前年同期
比（3 ヶ月平均）で7.9%増となった。
○ 処理量の動向については、前年同期
比（3 ヶ月平均）で5.1%増となった。
○ 経常利益率については、平均値が
7.1%で前期調査（7.1％）と変わらず。



労働力調査（基本集計）
2021年10月分結果（11月30日公表）

(1) 就業者数は6659万人。前年同月に
比べ35万人の減少。2か月連続の減少。

(2) 完全失業者数は183万人。前年同
月に比べ32万人の減少。4か月連続の
減少。

(3) 完全失業率（季節調整値）は2.7％。
前月に比べ0.1ポイント低下。



Ⅰ-3. 産業廃棄物排出・処理状況
産業廃棄物排出・処理状況調査（2019
年度実績値）環境省（2021年03月）
＊産業廃棄物の全国排出量は、約３億8
千万トン（前年より約９万トン増加）
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Ⅰ-4. 産業廃棄物処理業の実態調査
平成27年度 産業廃棄物処理業の振興
方策の検討に関する基礎的調査業務報
告書（平成28年３月 三菱総合研究所）
＊環境省平成25年3月25日発表
産業廃棄物処理業実態調査結果
対象：環境省産業廃棄物処理業者検
索システムに登録されていた112,740社
より13,378社を抽出し、7,598社より回答
が得られた（回収率56.8%）。







（２）年間売上規模、兼業状況等
一事業所当たりの全体での平均売上
高は、約1億3,000万円。
収集運搬のみの業者は、売上1,000万
未満が77.5%を占める（ほとんどが中小零
細業者？）。
中間処理では、1億以上10億未満の売
上規模が最も多く、29.1%。

専業の割合 9.5％





産業廃棄物処理施設の設置許可件数



産業廃棄物処理業の許可件数



産業廃棄物収集運搬業の許可件数



産業廃棄物処分業の許可件数



最終処分場の残余容量、埋立処分量
および残余年数の推移





産業廃棄物処理業から環境産業へのス
テージアップ（埼玉県2021年01月04日）
産業廃棄物処理業界は、循環社会を

形成する重要な社会インフラの機能を求
められています。このためには、産業廃
棄物処理業がこれまで以上に社会から
の信頼を得て、かつ社会からの要請に応
えることができる環境産業へと飛躍して
いくことが必要です。
＊産業廃棄物処理業から環境産業へと
ステージアップを図る。





第9次埼玉県廃棄物処理基本計画
（令和3年度～令和7年度（5か年））
＊目指すべき将来像
「持続可能で環境にやさしい循環型社
会」の実現
＊施策

3Rの推進
廃棄物の適正処理の推進
災害発生時等のレジリエンスの強化
持続可能な廃棄物処理の推進









業種別産業廃棄物の排出量予測

第９次埼玉県廃棄物処理基本計画



産業廃棄物の処理・処分量予測

第９次埼玉県廃棄物処理基本計画




